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辛
島
美
絵
著

『
仮
名
文
書
の
国
語
学
的
研
究』

本
書
は

｢

国
語
資
料
と
し
て
の
鎌
倉
時
代
の
仮
名
文
書
の
総
体
的
把

握
を
目
指
し
、
国
語
史
研
究
資
料
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
試
み
る｣

こ

と
を
目
的
と
し
て
著
さ
れ
た
一
書
で
あ
る
。
従
来
歴
史
学
の
研
究
資
料

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
古
文
書
の
、
国
語
史
の
研
究
資
料
と
し
て
の

一
面
に
着
目
し
た
と
こ
ろ
に
本
書
の
画
期
的
な
意
義
が
あ
る
。
目
次
は

左
の
通
り
で
あ
る
。

序

章

国
語
資
料
と
し
て
の
仮
名
文
書
研
究
に
つ
い
て

第
一
節

古
文
書
研
究
の
歴
史
と
意
義

第
二
節

本
書
に
お
け
る
方
法

第
一
章

仮
名
文
書
の
言
語
に
お
け
る〈

実
用
的
対
話
性〉
に
つ
い
て

第
一
節

｢

る
・
ら
る｣

の
尊
敬
用
法
に
つ
い
て

第
二
節

高
頻
度
形
容
詞
か
ら
見
た
仮
名
文
書
の
〈
実
用
的
対
話

性
〉

第
二
章
〈
実
用
的
対
話
性
〉
に
よ
る
口
頭
語
の
反
映
に
つ
い
て

第
一
節

鎌
倉
時
代
の
オ
段
長
音
の
開
合
と
四
つ
仮
名
の
混
乱
例

を
め
ぐ
っ
て

第
二
節

シ
シ
語
尾
形
容
詞
に
つ
い
て

第
三
節

動
詞
活
用
の
変
化
に
つ
い
て

第
四
節

仮
名
文
書
に
見
ら
れ
る
口
頭
語
的
な
語
彙

第
三
章

実
用
文
と
し
て
の
仮
名
文
書
言
語
の
特
色

第
一
節

仮
名
文
書
・
古
文
書
用
語
と
し
て
の

｢

明
白
な
り｣

に

つ
い
て

第
二
節

｢

な
が
し｣

の
用
法
か
ら
見
た
仮
名
文
書
の
表
現
の
形

成
と
伝
統
性

第
三
節

｢

つ
く
し
が
た
し｣

の
用
法
か
ら
見
た
仮
名
文
書
の
表

現
の
形
成
と
伝
統
性

第
四
節

高
頻
度
形
容
詞
か
ら
見
た
仮
名
文
書
の
実
用
文
と
し
て

の
特
色

第
五
節

形
容
動
詞
語
彙
か
ら
見
た
仮
名
文
書

第
六
節

助
動
詞
じ
か
ら
見
た
漢
字
書
き
文
書
と
の
共
通
性

終

章

各
仮
名
文
書
類
の
国
語
学
的
特
色
と
今
後
の
研
究
の
方
向

な
お
、
巻
末
に
別
表
と
索
引
が
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
考
察
を
通
じ
て
、
著
者
は
仮
名
文
書
の
持
つ
〈
口
語
的
要

素
〉
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
仮
名
文
書
が
、
実
用
文
と
し
て
持
っ
て

い
る
〈
表
現
の
簡
潔
性〉

、〈
表
現
の
様
式
性
・
伝
統
性
〉
に
つ
い
て
指

摘
し
て
い
る
。〈
口
語
的
要
素
〉
に
関
し
て
は
、
他
の
多
く
の
文
献
資

料
に
見
出
し
が
た
い
特
色
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
今
後
の
国
語
史
研
究

に
一
つ
の
可
能
性
を
示
唆
し
た
。
そ
の
上
で
、
著
者
は
今
後
、
仮
名
文

書
の
〈
実
用
的
対
話
性
〉
に
注
目
す
る
こ
と
を
国
語
学
研
究
の
一
視
点

と
し
て
提
案
し
て
い
る
。
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(
平
成
十
五
年
十
月

清
文
堂
出
版

Ａ
５
判

四
八
六
頁

一
二
、

〇
〇
〇
円)

白
石
良
夫
校
注

国
学
の
大
成
者
、
本
居
宣
長
が
著
し
た

『

う
ひ
山
ぶ
み』
(

寛
政
十

一
年
成
立
・
一
冊)

は
、
今
日
の
国
語
国
文
学
研
究
に
も
受
け
継
が
れ

る
学
問
観
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。｢
実
学
偏
重
の
現
代｣

に
あ
っ
て

｢

虚
学
の
す
す
め｣

た
る
同
書
に
注
釈
を
施
す
こ
と
で
、
校
注
者
は
虚

学
、
つ
ま
り
人
文
科
学
の
意
義
を
世
に
主
張
し
た
。

同
書
に
注
釈
を
施
す
に
あ
た
っ
て
、
校
注
者
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

わ
た
し
が
目
指
す
の
は
、
ま
ず
著
者
宣
長
と
の
対
話
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
注
釈
の
基
本
は
、
宣
長
自
身
の
学
問
や
思
想
、
あ
る

い
は
宣
長
が
生
き
た
時
代
の
学
問
や
思
想
を
土
俵
に
し
て

『
う
ひ

山
ぶ
み』

本
文
を
読
む
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
置
く
。
そ
れ
と
、
も

う
ひ
と
つ
わ
た
し
の
望
む
の
は
、
本
書

(｢

う
ひ
山
ぶ
み｣

注
釈)

の
読
者
と
の
対
話
で
あ
る
。

『

う
ひ
山
ぶ
み』

と
い
う
虚
学
を
す
す
め
る
一
書
を
介
し
て
、
宣
長

と
校
注
者
、
ま
た
校
注
者
と
我
々
、
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
宣
長
と
我
々

が
学
問
を
論
じ
る
、
そ
の
よ
う
な
注
釈
を
校
注
者
は
心
が
け
て
い
る
。

本
書
は
、
ま
え
が
き
、
凡
例
、
本
文
・
現
代
語
訳
、
注
釈
、
附
録
、

参
考
文
献
、
あ
と
が
き
、
索
引
か
ら
な
り
、
校
注
者
の
学
問
観
を
語
っ

た
附
録
の
内
容
は
次
の
通
り
。

虚
学
の
論
理

共
和
国
は
学
者
を
必
要
と
し
て
い
な
い

仰
げ
ば
尊
し
わ
が
師
の
恩
―
仮
名
遣
い
覚
書(

一)

―

万
葉
集
も
現
代
仮
名
遣
い
で
書
こ
う
―
仮
名
遣
い
覚
書(

二)

―

本
書
を
紐
解
く
こ
と
で
、
本
居
宣
長
の
み
な
ら
ず
、
校
注
者
の
学
問

観
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(

平
成
十
五
年
十
一
月

右
文
書
院

Ｂ
５
判

一
冊

二
、二
八
六
円)

春
日
和
男
著

『

語
文
叢
考』

先
著

『

存
在
詞
に
関
す
る
研
究』

、『

説
話
の
語
文』

の
続
編
と
位
置

づ
け
ら
れ
た
本
書
に
は
、
昭
和
三
十
年
か
ら
平
成
五
年
に
か
け
て
発
表

さ
れ
た
論
文
二
十
三
篇
が
収
め
ら
れ
る
。
全
体
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

一
、
資
料
研
究
の
部

一

三
宝
絵
詞
東
大
寺
切

(

旧
関
戸
家
本
・
現
名
古
屋
市
博
物
館

蔵
本)

追
考
／
二

撥
音
表
記
上
の

限
界
と
混
乱
の
過
程
―
特

に
ｍ
・
ｎ
の
場
合
に
つ
い
て
上
記
の
ま
と
め
―
／
三

和
泉
往
来

続
貂
―

｢
レ｣

の
用
法
に
関
し
て
―
／
四

伊
勢
本
節
用
集
の
一
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全
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系
譜
―
玉
里
文
庫
本
と
龍
門
文
庫
一
本
―
／
五

来
迎
院
本
日
本

霊
異
記
用
字
用
語
管
見
―
前
田
家
本
と
の
異
同
を
手
掛
か
り
に
―

／
六

九
州
大
学
蔵

｢

金
剛
頂
瑜
伽
経
第
二｣

古
点
よ
り
／
七

蘇
悉
地
羯
羅
経
古
点
の
一
本
よ
り
／
八

比
較
訓
読
試
論

二
、
古
典
解
釈
の
部

一

月
面
到
達
と
形
容
動
詞
／
二

萬
葉
集
よ
り
／
三

文
体
と

解
釈

三
、
国
語
学
界
展
望
の
部

一

昭
和
三
七
・
三
八
年
に
お
け
る
国
語
学
界
の
展
望
総
記
／
二

国
語
学

(

昭
和
四
〇
年
度)

／
三

昭
和
四
九
・
五
〇
年
に
お
け

る
国
語
学
界
の
展
望
総
記
／
四

国
語
学
(

昭
和
六
二
年
度)

／

五

国
語
学
五
〇
年
の
歩
み
―
訓
点
語
研
究
を
中
心
に
―

第
一
部

｢

資
料
研
究
の
部｣

で
は
平
安
中
期
か
ら
院
政
期
に
か
け
て

の
訓
点
資
料
の
考
察
が
中
核
を
な
す
。
綿
密
な
校
合
に
よ
っ
て
資
料
の

性
格
を
浮
き
彫
り
に
し
、
資
料
間
の
関
連
・
相
違
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

ゆ
く
。
第
二
部

｢

古
典
解
釈
の
部｣

に
も
貫
か
れ
た
そ
の
実
証
的
な
姿

勢
は
、
読
者
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
。
第
三
部

｢

国
語
学
界
展
望
の

部｣

は
著
者
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
国
語
学
界
の
研
究
展
望
が
収
録
さ
れ

て
お
り
、
二
〇
世
紀
後
半
の
学
界
の
動
向
を
概
観
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
著
者
の
永
年
か
つ
広
汎
な
研
究
を
そ
の
ま

ま
物
語
る
一
冊
と
し
て
、
遍
く
迎
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

(

平
成
十
六
年
一
月

勉
誠
出
版

Ａ
５
判

四
二
八
頁

一
二
、
六

〇
〇
円)今

井
源
衛
著

本
巻
は
、『

源
氏
物
語』

の
登
場
人
物
論
を
中
心
に
構
成
収
録
さ
れ

て
お
り
、
細
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

光
源
氏

光
源
氏
像

政
治
と
人
間

光
源
氏
の
自
己
愛

色
好
み
の
変
容

夕
顔
の
性
格

紫
上
―
朝
顔
巻
に
お
け
る

兵
部
卿
宮
―
紫
上
の
父

末
摘
花
の
造
型

明
石
上
に
つ
い

て

女
三
宮
の
降
嫁

女
三
宮
と
柏
木

浮
舟
の
造
型
―

夕
顔
・
か
ぐ
や
姫
の
面
影
を
め
ぐ
っ
て

源
氏
物
語
登
場
人
物

の
性
格
と
役
割

古
典
文
学
に
お
け
る
人
物
造
型
の
方
法

｢

た
だ
言
ひ
に
言
ふ｣

な
ど
の
こ
と

｢

ま
こ
と
は｣

考

｢

お
の
が
い
と
め
で
た
し｣

考

伏
せ
ら
れ
た
引
歌
―
刈
萱
の

場
合

｢

た
め
ら
ひ
て｣

の
語
義

｢

あ
る
や
う
あ
ら
む
と
お

ぼ
ゆ
か
し｣

｢

さ
る
は
、
罪
も
な
し
や｣

夕
霧
巻

｢

と
に

か
く
に
人
目
づ
つ
み
を｣

の
歌
に
つ
い
て

源
氏
物
語
と
年
中

行
事

日
本
文
学
と
年
中
行
事

｢
解
説｣

に
お
い
て
中
島
あ
や
子
氏
は
、
今
井
学
の
枢
要
な
論
は

『

源
氏
物
語』
の
作
中
人
物
論
で
あ
る
と
述
べ
る
。
本
巻
所
収
の

｢

明

石
上
に
つ
い
て｣

(

初
出
・
昭
和
二
十
四
年)

は
戦
後
に
盛
行
し
た
人
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『

今
井
源
衛
著
作
集

第
二
巻

源
氏
物
語
登
場
人
物
論』



物
論
の
先
駆
を
な
し
た
。
著
者
は
、
文
学
研
究
と
は
、｢

個
体
的
人
間

の
有
機
的
構
造
を
、
そ
し
て
そ
の
生
命
を
、
作
品
の
中
か
ら
見
出
す
作

業
を
意
味
す
る
だ
ろ
う｣

と
考
え
、｢

作
品
の
世
界
に
ふ
か
く
沈
潜
し
、

原
文
に
忠
実
に
で
き
る
限
り
細
密
な
分
析
を
意
図
し
、
さ
ら
に
そ
こ
か

ら
作
中
人
物
の
一
人
を
有
機
的
に
再
構
成
し
、
そ
の
個
体
的
統
一
を
確

保
し
よ
う｣

(｢

明
石
上
に
つ
い
て｣)

と
す
る
態
度
の
も
と
に
、
主
人

公
光
源
氏
論
に
加
え
て
、『
源
氏
物
語』

の
女
人
像
を
論
じ
る
。｢

源
氏

物
語
登
場
人
物
の
性
格
と
役
割｣
で
は
さ
ら
に
、
主
要
な
登
場
人
物
四

八
名
を
挙
げ
、
そ
の
出
自
・
経
歴
概
略
・
性
格
・
構
想
上
の
役
割
な
ど

に
つ
い
て
述
べ
る
。

ま
た
、
後
半
に
は

｢

ま
こ
と
は｣

や

｢
た
め
ら
ひ
て｣

等
の
語
義
を

問
い
直
す
考
証
論
文
が
収
め
ら
れ
る
。
著
者
は
昭
和
四
十
五
年
か
ら

『

源
氏
物
語』

(

日
本
古
典
文
学
全
集

小
学
館)
の
校
注
に
従
事
し
た
。

お
よ
そ
二
十
年
間
の
校
注
作
業
の
中
で
、
語
義
の
確
認
や
一
文
の
読
解

に
よ
っ
て
注
釈
上
の
重
要
な
問
題
点
を
発
見
・
解
決
し
て
お
り
、
深
い

作
品
理
解
に
よ
る
解
釈
が
本
巻
で
も
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
年
中

行
事
を
取
り
上
げ
、
歴
史
学
の
立
場
に
寄
ら
な
い
、
文
学
研
究
の
課
題

と
し
て
年
中
行
事
を
取
り
扱
う
際
の
あ
る
べ
き
姿
勢
へ
の
提
言
も
な
さ

れ
て
い
る
。

(

平
成
十
六
年
一
月

笠
間
書
院

Ａ
５
判

三
六
二
頁

九
、
〇
〇

〇
円)

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
編

『

読
む
こ
と
の
力

東
大
駒
場
連
続
講
義』

本
書
は
、
本
と
い
う｢

他
者｣

と
い
か
に
渡
り
合
う
か
、
と
い
う
テ
ー

マ
の
も
と
、
東
京
大
学
で
行
わ
れ
た
連
続
講
義
を
、
一
書
に
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

第
一
章

読
む
こ
と
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
表
現
の
力

｢

読
む｣

｢

聴
く｣

そ
し
て

｢

時
間｣

林

望

装
幀
と
し
て
の
磁
力

毛
利
一
枝

第
二
章

他
者
の
心
を

｢

読
み
解
く｣

翻
訳
者
は｢

作
者
代
理｣

か｢

読
者
代
表｣

か

柴
田
元
幸

ダ
イ
モ
ー
ン
の
声
を
聞
く
―
哲
学
書
を
読
む

門
脇
俊
介

〈
意
味
の
他
者
〉
を
読
む

野
矢
茂
樹

第
三
章

断
片
の
ロ
ジ
ッ
ク

奇
跡
物
語
の

｢

心｣

大
貫

隆

中
世
の
遺
言
が
言
い
残
し
た
こ
と
―
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
市
民

の
遺
言
を
例
に
し
て

甚
野
尚
志

第
四
章

歴
史
的
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
の
読
む
こ
と

記
紀
を
読
む
こ
と
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

神
野
志
隆
光

隠
者
の
読
書
、
あ
る
い
は
田
園
の
宇
宙

齋
藤
希
史

第
五
章

読
み
巧
者
の
優
美
な
る
視
線

読
む
こ
と
の
苦
楽
―｢

美
人
図｣

詩
と
そ
の
周
囲
を
め
ぐ
っ
て

ロ
バ
ー
ト

キ
ャ
ン
ベ
ル
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春
本
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ア
ー

浅
野
秀
剛

パ
リ
写
真
集
―
こ
と
ば
と
写
真
の
交
響

今
橋
映
子

む
す
び

詩
を
読
む
よ
ろ
こ
び

小
池
昌
代
＋
宮
本
久
雄
＋
藤
井
貞
和

選
ば
れ
た

｢
他
者｣

の
顔
ぶ
れ
は
、
哲
学
書
・
遺
言
書
・
春
本
と
幅

広
く
、
ま
た
交
渉
の
術
も
音
読
・
翻
訳
・
装
幀
と
様
々
で
あ
る
。
読
者

は
、
一
五
人
の

｢

読
み
巧
者｣

の
文
字
通
り
の
力
業
を
存
分
に
愉
し
ん

だ
後
、
こ
の
多
様
さ
こ
そ
が
、
畢
竟
、
本
と
、
ひ
い
て
は
人
と
関
わ
り

ゆ
く
こ
と
の
魅
力
な
の
だ
と
い
う
こ
と
に
思
い
至
る
で
あ
ろ
う
。

読
書
の
よ
ろ
こ
び
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
、
最
も
深
い
と
こ
ろ
か
ら

解
き
明
か
し
て
く
れ
る
一
書
で
あ
る
。

(

平
成
十
六
年
三
月

講
談
社
選
書
メ
チ
エ
293

Ｂ
６
判

二
九
〇
頁

一
、
八
〇
〇
円)

本
書
に
は
、
幕
末
か
ら
明
治
を
生
き
た
五
名
の
漢
詩
人
の
作
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
森
春
濤
、
中
村
敬
宇
、
成
島
柳
北
、
信
夫

恕
軒
、
中
野
逍
遥
。

収
録
作
品
と
校
注
者
は
斯
く
の
通
り
。

春
濤
詩
鈔

(

抄)

入
谷
仙
介
・
揖
斐
高

敬
宇
詩
集

(

抄)

揖
斐
高

新
編
柳
北
詩
文
集

大
谷
雅
夫
・
山
本
芳
明

恕
軒
文
鈔
・
恕
軒
遺
稿

(

抄)

宮
崎
修
多

逍
遥
遺
稿

(

抄)

杉
下
元
明

補
注

解
説

『

恕
軒
文
鈔
・
恕
軒
遺
稿』

を
除
く
四
作
は
原
文
も
備
え
、
巻
末
に

は
補
注
と
以
下
六
編
の
解
説
を
付
す
。

森
春
濤
小
論

(

揖
斐
高)

詩
人
と
し
て
の
中
村
敬
宇

(

同)

成
島
柳
北
の
青
春

(

大
谷
雅
夫)

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
成
島
柳
北

(

山
本
芳
明)

信
夫
恕
軒
の
文
章
演
戯

(

宮
崎
修
多)

『

逍
遥
遺
稿』

解
説

(

杉
下
元
明)

新
体
詩
の
進
出
に
よ
り
、
と
も
す
れ
ば
明
治
期
以
降
の
漢
詩
文
は
忘

れ
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
本
書
は
近
代
的
文
学
史
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
拘
束

か
ら
離
れ
て
日
本
文
学
史
の
流
れ
を
俯
瞰
す
る
こ
と
に
資
す
る
貴
重
な

一
書
で
あ
る
。

(

平
成
十
六
年
三
月

岩
波
書
店

Ａ
５
判

五
一
七
頁

五
、
四
〇

〇
円)
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入
谷
仙
介
・
揖
斐
高
・
大
谷
雅
夫
・
山
本
芳
明

宮
崎
修
多
・
杉
下
元
明
校
注

新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
編
２『

漢
詩
文
集』



今
井
源
衛
著

本
巻
は

『
源
氏
物
語

上』
(

創
元
社
、
一
九
五
七
年)

と
、『

源
氏

物
語
へ
の
招
待』

(
小
学
館
、
一
九
九
二
年)

の
二
冊
か
ら
成
る
。
目

次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

源
氏
物
語
へ
の
招
待

源
氏
物
語
の
世
界

源
氏
物
語
を
探
る

１

物
語
の
時
代
設
定

２

ユ
ー
モ
ア
の
諸
相

３

引
歌
・
引
詩
の
技
法

４

愛
の
か
た
ち
―

｢

も
の
の
ま
ぎ
れ｣
の
実
体

５

宮
廷
行
事
の
役
割
―
御
幸
に
つ
い
て

６

｢

蛍｣

巻
の
物
語
論

７

女
三
の
宮
物
語
の
発
端

８

｢

雲
隠｣

巻
の
謎

９

宇
治
の
大
君
の
死

10

従
者
た
ち
の
役
割

11

｢

夢
浮
橋｣

巻
の
結
末

あ
と
が
き

源
氏
物
語

(

上)

は
し
が
き

解
説

作
品
と
そ
の
鑑
賞

第
一
部

桐
壺

夕
顔

若
紫

末
摘
花

須
磨

薄
雲

附
録

光
源
氏
の
世
界

｢『

源
氏
物
語』

は
い
っ
さ
い
の
理
屈
を
超
え
て
お
も
し
ろ
い
。
要
す

る
に
大
切
な
こ
と
は
そ
れ
だ
け
だ｣

と

『

源
氏
物
語
へ
の
招
待』

の

｢

は
じ
め
に｣

で
氏
は
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
古
典
の
傑
作
た
る

『

源
氏
物
語』

を
享
受
し
、
鑑
賞
で
き
る
幸
福
を

｢

学
術
書
の
体
裁
を

避
け｣

、｢

研
究
者
相
手
の
発
言
よ
り
も
い
っ
そ
う
重
い
責
任
を｣

感
じ

て
記
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
従
来
、
研
究
史
の
中
で
用
語
と
し
て
括

ら
れ
て
い
た
も
の
を
再
検
討
し
、
そ
の
多
様
性
を
強
調
し
た
も
の
が

｢

源
氏
物
語
を
探
る｣

の
項
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

『

源
氏
物
語

上』

は
西
丸
妙
子
氏
の
解
説
に
言
う
、
氏
の

｢

学
問

の
出
発
点｣

と
も
言
う
べ
き
本
で
あ
る
。
内
容
の
大
部
分
を
占
め
る

｢

作
品
と
そ
の
鑑
賞｣

で
は
本
文
に
即
し
て
、
作
中
人
物
の
心
情
、
作

者
の
意
図
等
が
解
説
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
視
点
か
ら
捉
え
た
解

釈
は
戦
前
の

『

源
氏
物
語』

読
解
と
は
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
っ
た
。

『

源
氏
物
語』

を

｢

鑑
賞｣

す
る
と
い
う
目
的
で
著
さ
れ
た
本
書
は
、

研
究
者
の
み
な
ら
ず
一
般
読
者
に
と
っ
て
も
興
味
を
掻
き
立
て
ら
れ
る

一
書
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(

平
成
十
六
年
四
月

笠
間
書
院

Ａ
５
判

三
四
八
頁

九
、
〇
〇

〇
円)
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『
今
井
源
衛
著
作
集
第
五
巻
源
氏
物
語
の
鑑
賞
・
研
究
一』


